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主な特長 


■ フオノイコライヴー内蔵でレコードプレーヤーを直接接続 

アナ□グ入力 （INPUT L / R ) 端テには本格的なフオノイコライヴーを内蔵していますので MM 
( Movin 畳 Ma 旨 net ) 方式のレコードプレーヤーを直接接続することげでき、簡単に貴重なレコー 
ドの音源をパソコンに録音することびできます。 PH 日 N 日端子と LINE IN 端テの切り換えが可能な 
ため、フオノイコライヴー内蔵タイプのレコードプレーヤーでわそのまま使用でさます。また、 
従来のよラにカセットデッキやミニコンポ、ラジカセなどのオーディオ機器との接続も可能で 
す。 

■ USB 接続で簡単接続、ノイズレスの高品位な音楽再生 

Windows 標準の USB オーディオドライバで動作しまずので、面倒な設定もなくパソコンと USB 
ケーブル1本で接続するだけで簡単に使ラことびできます。また、バスパワーで駆動するためアダ 
プターち必要なく、ノートパソコンと共に持ち運んでどこでわ気軽に使ラことびでさます 。 USB 
接続のためパソコン内部のノイズに影響されることなく八イクオ U ティな音質でパソコン巧の音 
楽を再生できます。 

■ 24 bit /96 kHz の信号処理対応&録音/再生とち高 SN 比を実現 

24 bit / 目目 kHz 信号処理に対応し、 D / A ] ンバータ、 A / D コンバータにそれぞれ専用チップを探巧 
することで音楽再生時の SN 比1 ] Ocl 巨を実現。 A / D コンバータには SN 比1日 IdB の高性能なサウ 
ンドチップを採用し再生音質はもちろん録音時のクオリティも大幅に向上させています。 

■ ジッター値を大幅に低減ずる内部水晶ク□ック同期 

従来の US 目オーディオ機器ではパソコンのク n ックに同期させていたため信号伝達の時間的ズレ 
で生じるノイズ、ジッター（波形の揺5ぎ）値び通常のオーディオ機器の数十倍になっていまし 
た。 SE - U 33 GXV では2個の水晶ク□ックを本体内部に持つことでこのジッター値を大幅に低 
減、通常のオーディオ機器に匹敵する高品位サウンドを実現しています。 

■ デジオン社 「 Di 旨 iOnSound 已 LE 」 をバンドル 

初むちにやさしい日本語コマンドで、貴重なアナ□グ音源の保存をはじめ、手軽に録音-編集作 
業び楽しめる国産サウンド編集ソフトです。ちちろんレコードやカセットのノイズを除去できる 
各種ノイズ U ダクシヨン機能や多彩なエフェクト機能を搭載。また、新機能のエフェクトラン 
チャーか5豊富なエフェクト機能をアイコン化されたランチャーボタンか5呼び出すことびでき 
ます。さらには非破壊編集にも対応しています。 

■ デジタル音楽データの音質を飛躍的に向上ずる VLSC ® 

独自開発の VLSC ® は、一般的な • パス-フィルターでは完全に除ますることびできなかった 
パルス性ノイズを全く含まず、滑5かな音楽信号を生成することで、 MP 3 などの圧縮音源はわち 
ろんデジタル音楽の再生音質び飛躍的に向上しています。 

■ 新開発 AUDI 日コンデンヴーを搭載 

オーディオ信号用に新開発されたコンデンサーは様々な要因から発生する音楽信号に影響のある 
ノイズ成分の排除を行う重要な役割を担っています。 SE - U 33 GXV では従来よりちさらに性能向 
上した高品位 AUDI 日コンデンサーを回路の最重要部に搭載しています。 

■ 高品位な音楽の録音-再生を実現ずる「録音専用モード」と「再生専用モード」 


.WAVIO 、 VLSC の名称および □ ゴはオンキヨー株式会社の登録商標です。 

• Microsoft® V Windows®、Windows Vista® 、 Windows® XP は、米国 Microsoft corporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel® 、 Pentium® は 、 Intel Corporation の登録商標です。 

.DigiOn. DigiOnSound は、株式尝社デジオンの登録商標です。 

. その他の社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 
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を全上のごを意 

ま全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤った使いかたをずると大変を険でず。 

あなたや他の人々への危書や財産への損害を未然に防止するために、 r 安全上のごミ主意」を必ずお守0 
<ださし、。 


「警告」と「注意」の見かた 

間違った使いかたをしたときにをじることび想 
定される危険度や損害の程度によって、「警 
告」と r ま意」に区分して説明しています。 


誤った使いかたをすると、火 
災•感電などによ0死亡、ま 
たは重傷を負ラ可能性が想定 
される内容です。 


誤った使いかたをすると、け 
びをしたり雕の綱に損書 
をちえる可能性び想定される 
内容です。 


給表示の見かた 

A 記号は「ごま意く 
ださい」といラ内容 
を表しています。 

A 

高湿注意 

4 

G ) 記号は「〜してはい 
けない」といラ禁止の 
内容を表しています。 

0 

分解禁止 

纏) 

插れ手禁止 

•記号は「必ずしてく 
ださい」という強®1内 
容を表しています。 

® 〇 

セントから扳く 


警告 


故障したまま使用しない、異常び起きた6 
ずぐに USB ケーブルを巧く 


を 

US 巨ケー 
プルを巧 < 


•煙び出ている、変なにおいや音げ 
する 

•本機を落としてしまった 
• 本機内部に水や金属び入ってし 
まった 

このような異常状態のまま使用する 
と、乂災■感電の原因とな0ます。 
すぐに US 巨ケーブルを抜いて販売 
店に修理‘点検を依頼してください。 


カバーははずさない、分解、改造しない 


接続、設置に関ずるごま意 


■水蒸気や水のかかる巧に置かない、本機の上に 
液体の入った容器を置かない 




水場での 
使用禁止 



水濡れ禁止 


本機に水滴や液体び入った場合、火 
災•感電の原因とな0ます。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使 
用しない 

• 調理台や加湿器のそばには置かない 
•雨や雪などびかかるところで使巧 
しない 

•本機の上に花びん、コッス化粧 
品、ろラそくなどを置かない 


0 

分解禁止 


乂災•感電の原因とな0ます。 
内部の点検-整備-修理は販売店に 
依頼してください。 
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を 

US 巨ケー 
ブルを巧く 


コードか傷つき乂災や感電の原因と 
な0ます。 


使用上のご注意 
■音量にミち意ずる 


〇 


必ずする 


突然大きな音び出てスピーカーや 
ヘッドホンを破損したり、聴力障害 
などの原因となることびあ0ます。 


■長時間大きな音でへッドホンを使用しない 

0 聴力に悪い影響をちえることびあり 
ます。 

禁止 


■機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器内 
部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこ0のたまったまま使用してし、 
ると火災や故障の原因となることがあ0ます。 
特に湿気の多くなる梅雨期の前に巧うと、より 
効果的です。内部清掃については、販売店にご 
相談ください。 


■本機のお手入れについて 

• 表面の巧れは、中性洗剤をラすめた液に巧 
を浸し、固く絞って拭き取ったあと乾いた 
巧で拭いてください。化学ぞラさんなどお 
使いになる場合は、それに添付のま意書さ 
などに従ってください。 

• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤 
を本機にかけないでください。塗装が落ち 
たり変形することびあ0ます。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 

隣り近所への配慮を十分にしましょう。特に静かな夜間には窓を閉奴たり、 
へッ ドホンをご使用になるのわ 一つの 方法です。 

お互いにむを配0、快い生活環境を守0ましよラ。 



接続、設置に関ずるご注意 移動時のご注意 

■ 不ま定な場所や振動ずる場所には設置しない ■ 移動時は接続コードをはずず 


一百 _一 1 一 

振〇〜〇 
やいてす 
4口さしま 
ただ〇〇 
い < たお 
つでれび 
らい倒と 
ぐなりこ 
3かたる 
な置しな 
りに下と 
足所落因 
の場び原 
度る機の 
強ず本び 

{2} 創 












箱を開けた5、まず 


ご使用の前に箱の中身をお確かめください。 [] 内の数字は数量を表しています。 


. SE - U 33 GXV (本体） [1] 



SE - U 33 GXV CD - ROM 〈 Windows 版〉 
( Di 邑 iOnSomd 已 LE .)[1] 



オーディオ用ピンコード （80 cm )[1] 

アナ□グ音声を送るコードです。 



USB ケーブル dm )[1] 

パソコンと接続するケーブルです。 



-取扱説明書[本書 1] 

. オンキヨーご相談窓口 •修理窓口のご案内 [1] 
-保証書川 
. ユーザー登録力ード [1] 



CD - R 日 M を開封する前に、必ず「ソフトウェア使巧許詰契約について」（一2目ページ参照）をお 
読みください。 

カタ□グおよび包装箱などに表示されている型名の最後のアルファべットは、製品の色を表す記 
号です。 
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各部の名称と働き 


前面、横面、上面 


① 



① US 曰インジケーター [ 1 8] 

USB ケープルで本機とバソコンを接続すると 
点'なします。点滅している場を、現在の切換 
スイッチの位置ではご使用でをない状態で 
す。一度 USB ケーブルをがしてください。 

フォーンズ 

② PHONES 端子 [17] 

ミニプラグのステレオへッドホンを接続しま 
す。 PHONES LEVEL つまみで音量を下げて 
か5接続してくださし、。 

に（マイク入力）端子 [17] 

S ニプラグのモノラルマイクを接続します。 
INPUT LEVEL つまみで音量を下げてから接 
続して < ださし、。 

(4) PHONES LEVEL (へッ ドホンレベル調整） 
つまみ [17] 


へツドホンを接続しているときにへツドホン 
の音量を調整します。 

(5) INPUT LEVEL (入カレベル調整）つまみ [1 日、 37] 

録音するときに入カレベルを設定します。 

⑥ PLAY/REC 切換スィッチ [1 日、 22] 

PLAY :再生専用モードでず。 USB 接続しているパソコンの音声をよりよい音で楽しみたいとき 
にこのモードにします。 

REC :録音専巧モードです。 INPUT 端テまたは M に端子に接続している機器の音声を再生すると 
をや録音するときにこのモードにします。 


@入力切換スイッチ [1 日] 

PHONO : INPUT L/R に接続した機器びフオノイコライヴーの内蔵されていないレコードプレー 
ヤーの場含にこの位置にします。 

LINE : INPUT L/R に接続した磯器びカセットデッキや CD プレーヤーのアナ□グ出九フオノイ 
コライヴーを内蔵しているレコードプレーヤーなどの場合にこの位置にします。 

M に： M に端子に接続したマイクか5の音声をパソコンに録音するときにこの位置にします。 


入力を切り換えるとをは、 INPUT LEVEL つまみで音量を下げてから切り換えてください。 


後面 



①ライン入力端子 （INPUT L / R ) [15.16] 

カセットデッキやレコードプレーヤーなど、 
オーディオ機器のアナ□グ出力を接続します。 

( D ライン出力端子 （OUTPUT L / R )[1 已] 

アンプ内蔵スピーカー等を接続します。 

③ USB ポート （ USB ) [10] 

パソコンの US 目端子と接続します。 

④ Gn 6 端子 [16] 

レコードプレーヤーのアース線を接続します。 














本機の接続例 


パソコン アンプ内蔵 スピーカー レコード プ レーヤー 



ほゴラの ほ当?の 
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パソコンの接続を始める前に 


動作環境 


対応機種 

US 目規格 Rev .].1 に準拠した US 巨ポート標準装備の PC / AT 互換機 （ Intel 製 USB ホストコント □- 
ラー推奨） 

本機は 24 bit /9 目 kHz に対応しているため、 US 巨バスの帯域を広く使用します。 USB ケーブルは直接 
パソコンの USB ポートに接続してください。 

画面解像度1 024 x 768 ピクセル High Colorl ； (上 

OS (3 吕ビット版） 

Windows Vista ®、 Windows ® XP * SP 2 政降日本語版 
* システム管理者権限 （ Administrator ） でのみ使用可能です。 

& 64ビット版には対応していません。 

CPU 

Intel ® P 飢 tium ® III 8 日日 MH 出(上& ( P 飢 tium 4 ] .4 GHzl；LL 推奨） 

& DigiOnSoundS LE . でクラックルノイズ除去を行う場含は Pentium III ] GHzL ^ LL エフエクター 
機能でプレビューを使用する場合は、さ5に高速の CPU を推奨します。 

八ードディスク必要容量 

インス!ル時400 MB 政上 

《音声データのデータサイズび大さいため、作業領域と保を用に数百 M 目の空さ容量のある八ード 
ディスクをお勧めします。 

《お使いの八ードディスクのフォーマットあ式や確保容量などにより、必要容量はをか異なります。 

メモリ 

Windows Vista ] G 巨政上 

Windows XP 2已目 M 巨 m 上 

必要周辺機器 

CD-ROM ドライブ（または相当品）+八ードディスク必須 

CD - ROM ドライブは付属のソフトウエアをインス I -ールするために必要です。 


Windows について 

Windows 日本語版げ現在の状態で正しく起動できることを確認してください。 


必要な動作環境を満たずパソコンであっても、パソコンシリーズ固有の設計仕様やお 
客様の使用環境の違いにより、本機の動作が正常に行われない機種びありまず。 

本機の制限事項や動作確認情報についての詳細は、鸦社ホームぺージ （ http :// 
www . jp . onkyo . com / wavio /) にてご確認く ださい。 


本機をお使いいただくにあたって 


本機をお使いいただくにあた0、下記ま意事項をお読みいただき、正しくお使いください。 

. 本書は、特に断りのない限り 、 Windows Vista の操作をもとに書かれています。 

. 本書は、マウスやキーボードの使用方法など、 Windows の基本的な操作についてすでにごを知で 
あることを前提に書かれています。 

-本機を運用した結果の影響については一切の責任を負いかねますのでご了承くださし、。 

-本機の故障、誤操作、不具合により生じた損害などの純粋経済損失については、その責任を負い 
かねますのであ5かじめご了承ください。 

. 本書の一部または全部を無断で貨し出し、転載することは固くお断りします。 
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パソコンの接続と設定 

パソコンと USB 接続ずる 


1パソコンの電源を入れる 

起動していることを確認してください。 


と USB ケーブルをパソコンに接続し、もう一方を本機に接続ずる 

USB ケーブルを抜き差しするときは、接続しているスピーカーやへッドホンの音量を下げてか5 
巧ってください。 



本機を初めてパソ]ンに接続すると、 Windows び自動的に新しい八ードウエアを認識し、必要なドラ 
イバソフトウエアのインス I -ールび始ま0ます。しばらくお待ちください。 


-パソコンに直接接続するよラにしてください。また、パソコン側に USB 端テび2つ ULL あるとき 
はどの端子に接続してち構いませんび、次に別の US 日端テにつないだときに、再度 インス!-ー ル 
が始まる場含びあります。 

. もしもインス!-ールび進まない場合は、 USB ケーブルを抜を、 ] 日秒ほど待って再度 US 目ケーブ 
ルを接続してください。それでちインス!-ールび始ま5ない場合は、次の操作をしてください。 

< Windows Vista の場合 > 

1. 「スタート」一「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」を開きます。 

2. 「デバイスマネージヤー」をク U ックします。 

3. 「ユーザーアカウント制御」が表示されるので「続行」をク U ックします。 
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パソコンの接続と設定 


く Windows XP の場合 > 

1. 「スタート」一「コント□ールパネル」を選択します。 

2. りくフォーマンスとメンテナンス」をクリックします。 

3. コント□ールパネルの「システム」をク U ックします。 

4. 「システムのプ□パティ」ウィンドウで、「八ードウエア」タブを選択します。 
己.「デバイスマネージヤー」をク U ックします。 


政上の手順でインス I -ールが始まりますので、画面の指示に従ってドライバをインス I -ールして 
<ださい。 

お客様のパソコンの環境によっては、 US 目ケーブルをパソコンの他の端子に差し誓えると、ドラ 
イバの再インス I -ー ルを要求されることびあります。手順に従ってもう一度ドライバをインス 
I -ールして < ださい。 
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パソコンの接続と設定 


ドライバのインス I ルを確認する 


1システムのプ□バテイか日デバイスマネージャを開きまず。 

< Windows Vista の場合 > 

1. 「スタート」一「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」を開さます。 

2. 「デバイスマネージャー」をク U ックします。 

3. 「ユーザーアカウント制御」び表示されるので「続行」をク U ックします。 

< Windows XP の場合 > 

1. 「スタート」一「コント□-ルパネル」を選おします。 

2. 「パフオーマンスと方ンテナンス」をク U ツクします。 

3. コント□ールパネルの「システム」をク U ックします。 

4. 「システムのプ□パテイ」ウインドウで、「八ードウエア」タブを選択します。 

己.「デバイスマネージャ」をク U ックします。 


ピ LU 下のデバイスをがあることを確認しま 
ず。 


「サウンド、ビデオ、および ゲーム コント 
口ーラ」の「+_!をクリックずる 

. SE - U 33 GXV Audio 

「ユニパ’ーサルシリアルバスコント□—ラ J 
の「+」をクリックする 

- USB 複合デバイス 



ごま意 


《画面は、パソコンの設定や状況によって順番等 
が異なる場合がありまず。 


お使いのパソコンの仕様やオペレーティングシステムによっては、実隙に表示されるデバイスリスト 
び上記の画面とをか異なります。 

「 US 巨コント□-ラ」の下に「不明なデバイス」と表示されている場合は、本機か 5 US 巨ケーブルを 
がし、をラー度接続し直してチェックしてください。それでを認識されない場含は、リストか!5「不 
明なデバイス」を削除し、 US 巨ケーブルを取りがし、わラー度接続します。それでも認識されなし、場 
合は、パソコンび不安定になっている場含びあるので、パソコンを再起動し、 USB ケーブルを接続し 
直してから「不明なデバイス」をリストか日削除します。それでもまだ動作しない場合はパソコン側 
に問題びある可能性びあるので、パソコンの販売店にご相談ください。 
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パソコンの接続と設定 


オーディオデパイスを確認する 


<Windows Vista の場合> 


1才ーディオデバイスを確認ずるパネルを開をまず。 

1 . 「スタート」一「コント□ールパネル」を選択しまず。 

2. 「八ードウエアとサウンド」をクリックしまず。 

3. 「オーディオデバイスの管理」をク U ックします。 


ピ「再生」タブを選択します。 


〇「ス ピーカ ー SE - U 33 GXV Audi 口」 にチェックがついていることをお認しまず。異な 
る場合は還択し「既定値に設定」をクリックしてください。 


4「録音」タブを選択します。 


5 「ライン SE - U 33 GXV Audio 」 にチェックびついていることを確認しまず。異なる場 
合は選択し「既定値に設定」をクリックしてください。 


6 「0 K 」 をク U ックします。 



確認した 5、 rOKJ を巧して閉じる 
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パソコンの接続と設定 


< Windows XP の場合 > 


1オーディオデバイスを確認ずるパネルを開きまず。 

1. 「スタート」一「コント□-ルパネル」を選択します。 

2. 「サウンド、音声、およびオーディオデバイス」をク U ックします。 

3. コント□ールパネルの「サウンドとオーディオデバイス」をクリックしまず。 

4. 「サウンドとオーデイオデバイスのプ n パティ」ウインドウを開さます。 


と「オーデイオ」タブを選択しまず。 


〇「音の再生」の r 既定のデバイス」が 
「 SE - U 33 GXV Audio 」 になつている 
ことを確認しまず。異なる場合は変更し 
て < ださい。 


4 roKj ボタンを巧しまず。 



確認した5、 roKj を巧して閉じる 
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オーディオ機器を接続する 


〈接続ずる前こ> 

-オーディオ巧ピンコードは、次のよラに接続 
してください。 

SE - U 33 GXV INPUT/OUTPUT 
他機音声 L 端子へ L 端子へ 

(白） ^CIDnniiiKv _(白） 

(ホ） ( ホ） 
他機音声 R 端子へ SE - U 33 GXV INPUT/OUTPUT 

R 端子へ 


-コードのプラグはしっか〇と奧まで差し込ん 
で<ださい。接続び不完全ですと、雑音や動 
作不良の原因になります。 



アンプ内蔵 スピーカーを 接続ずる 



カセツ ト デッキを接続ずる 


入力切換スイッチ 



1. 入力切換スイッチを 「 UNEJ の位置にしまず。 

2. カセツトデッキの接続コードを本機の INPUT L / R 端テに接続しまず。 


入力切換スイッチ 
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才ーデイオ機器を接続する 


レコー ドプ レー ヤーを接続する 


本機は、ムービングマグネット （ MM ) カート1」ツジを使用するレコードプレーヤー用に設計されて 
います。 



1 .INPUT LEVEL つまみで音量を下げておきまず。 

2. 入力切換スイッチをレコードブレーヤーのタイプに合わせて設定しまず。 

フオノイコライザーを巧蔵していない場合： 「 PHONO 」 の位置にします。 入力切換スイッチ 
フオノイコライザーを巧蔵している場合： 「 LINE 」 の位置にします。 

3. レコードブレーヤーの接続コードを本機の INPUT L/R 端子に接続しまず。 WDNQ 

4 . アース（接地）線のあるレコードブレーヤーは、アース線を本機の GND 端子に line 
接続して<ださい。 

岭 

フオノイコライザーを巧蔵しているかどラかわか!5ない場合は、入力切換スイッチを LINE の位置にし 
て再生してみてください 。 INPUT LEVEL つまみで音量を上げても音びルさい場含はいったん音量を 
下げてか5、入力切換スイッチを PH 日 N 日の位置にしてください。 

一 

ごを意 

-レコードプレーヤーによっては、アース線を接続すると逆にノイズび大をくなることがありま 
す。その場含は、アース線を接続する必要はあ0ません。 

- MC カート U ッジタイプのレコードプレーヤーをご使用になる場含は、レコードプレーヤーに昇圧 
トランスまたはヘッドアンプを接続します。次に、昇圧トランスやヘッドアンプの音声出力端モ 
と本機の INPUT L / R 端テを接続します。 

-入力切換スイッチを PH 日 N 0に切り換えるとさは、スピーカーの音量を絞ってか5切り換えてく 
ださい。音量の大きいままですと、過大入力によりスピーカーを破損する恐れびあります。 
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オーディオ機器を接続ずる 


マイクを接続ずる 


他のポジションから切り換える前に一度 US 目ケーブルを抜きます。 

1. 入力切換スイッチを 「 M に J のに置にしまず。 

2. PLAY / REC 切換スイッチを 「 RECJ 側にしまず。 

3. モノラルマイクのミニプラグを本機前面の M に端子に接続しまず。 



再び他のポジションに切り換える際は一度 USB ケーブルを抜いてください。 

《 US 目ケーブルを抜く前に再生-録音中のアプ U ケーシヨンは終了させてくださし、。 


へッドホンを接続ずる 


1 . へツドホンのステレオミニプラグを本機前面の PHONES 端子に接続しまず。 

2. PHONES LEVEL つまみでへッドホンの音量を調整しまず。 




へッドホンを接続しても、ライン出力端子への音声は出力されます。 
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切換スイッチの使い方 


SE-U33GXV では PLAY/REC 切換スイッチおよび入力切換スイッチを使って、接続されたが部機器 
の再生-録音やパソコン音青の再生を切0換えます。 


■ 各ポジションの名称と機能は次の通りでず。 


PLAY/REC 

切換スイッチ 

入力切換 

スイッチ 

バソコン音声の 

再生 

列部機器のモニターと 

パソコンへの録音 

サウンド形式 

PLAY 

- 

〇 

X 

1 6bit24bit/44. 1 k,48k.96kHz 出力のみ 


LINE 

X 

〇 ( LINE 入力のみ） 

1 6bit24bit/44.1 k,48k. 目目 kHz 入力のみ 

REC 

PHONO 

X 

〇 ( PHDN 。 入力のみ） 

1 6bit24bit/44.1 k,48k.96kHz 入力のみ 


MIC 

〇 

〇 (M に 入力のみ） 

1 6bit/48kHz 入出力 


■ 入力切り換え時の USB インジケーター点滅について 

入力切換スイッチを操作した後に US 巨インジケーターび点滅する場合びあ0ます。この現象は 
PLAY/UNE/PH 日 N 日のいずれかのポジションか 5M にに切り換えた場合、もしくはその逆の操作を 
行った場合に起こります。 

PLAY/UNE/PH 日 NO 一一一 US 目インジケーター点滅 一一一 M に 
PLAY/UNE/PH 日 NO 卜^卜 US 目インジケーター点滅トトト M に 
これは入力切り換え後に SE-U33GXV のリセットび必要であることを表していますので、 USB イン 
ジケーターび点滅した場合は、 USB ケーブルの巧き差しをしてください。これにより USB インジケー 
夕一は点滅しなくな 0 ます。 
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接続している機器の音声を楽しむ 


1入力切換スイッチを設定しまず。 

カセットデッキの場含. 「 line 」 の位置にします。 

フオノイコライザーを巧蔵していないレコードプレーヤーの場含： 「 PHONO 」 の位置にしま 
す。 

フオノイコライザーを巧鼠しているレコードプレーヤーの場合： 「 LINE 」 の位置にします。 
マイクを使用ずる場合： 「 M に」の位置にします。 



グ 

、 

PHONO / 

■t 

LINE / 

i 

1 _ L 

j 


を 

ここで設定を間違えると、音びかさすざたり聞こえなかったりします。 

と PLAY / REC 切換スイッチを 「 REC 」 側にします。 



〇 SE - U 33 GXV に再生機器が正しく接続されているか確認しまず。（一10ぺージ参照) 

US 日インジケーターび点滅ずるときは一度 US 日ケーブルを抜いてください。 


4機器の再生をはじめまず。 


5 INPUT LEVEL つまみで音量調壁をしまず。 



INPUT し EVE し 


ご注意 

過大な入カレベルの状態で長時間使用しないでください。故障の原因となりまず。 



































パソコンで再生した音楽フアイルを聞く 


ボリュームコント □ —ルの確認 


< Windows Vista の場合 > 


1ボリュームコント□-ルを開きまず。 

お使いのバソコン環境によっては、 5キサー 
コント□—ル等の名前の場合ちあ0ます。 

1. 「スタート」—「コント□—ルパネル」を 
選択します。 


吕.「ノ V — ドウエアとサウンド」をク U ックし 
ます。 

3. サウンドの「システム音量の調節」をク 
IJ ックしまず。 

4. 「デバイス」-「スピーカー （ SE - 
U 33 GXV Audio ) J を逞巧します。 


4宜を5キサ 



テバイス (D) 
デバイス 

スピーカー 
〇 


アブリケーシヨン 

〇 

Windows 
のヴクンド 

cp 


回 凹 


調整しまず。 

①音量スライダー 

再生ボリュームをお好みの位置にしてくださ 
い。 

( D ミュート 

再生の音声を消すときはミュートボタンをク 
リックしてください。ミュートボタンの表示 

び!^ か I 一|<〇|に換わります。ちラー度クリッ 

クすると表示は 囚- [ か3に戻り再び音声び 
出力されます。 



③ ① 
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パソコンで再生した音楽ファイルを聞く 


く Windows XP の場合 > 


1ボリュームコント□ールを開をまず。 

お使いのパソコン環境によっては、ミキサーコント□ール等の名前の場合ちあります。 

1. 「スタート」一「コント□ールパネル」を選択しまず。 

2. 「サウンド、音声、およびオーディオデバイス」をクリックしまず。 

3. コント□ールパネルの「サウンドとオーディオデバイス」をク U ックします。 

4. 「サウンドと才ーディオデバイスのプ□パティ」ウィンドウで、「オーディオ」タブを選択します。 
己. r 音の再生」の「音量」をク U ックします。 


^調整しまず。 

①バランス 

左ちの出カノ くランスを変更します。 

③音量スライダー 

再生ボ U ュームをお好みの位置にして 
<ださい。 

③ S ュート 

再生の音声を消すときはチ王ックボッ 
クスにチェックをつけます。 



を 


音声の種類 


ボリュームコントロールは、「スタート」一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「エン 
ターテイメント」一「ボリュームコントロール」でち開くことがでをます。 





















パソコンで再生した音楽フアイルを聞く 


パソコンに保巧してある音楽ファイルを聞く 


元占、日バソコンに保存してあった音楽ファイルや Di 旨 iOnSound 己 LE . のサンプルファイル、また、 

3日〜42ぺージの方法で作成した音楽ファイルなどを聞いてみまし よ 5。パソコンの DVD / 巳 D-ROM 
ドライブで C □や DV □を再生ずることちできます。その場合は24ぺージの設定を行ってください。 


1 PLAY / REC 切換スイッチを 「 PLAY 」 側にしまず。 



ご ISE - U 33 GXV とパソコンが USB ケーブルで正しく接続されているか確認しまず。 
(一10ぺージ参照） 

正しく接続されていると、 SE - U 33 GXV の USB インジケーターび点なしまず。 

点滅する場合は一度 USB ケープ J レを巧いてください。 


d スピーカーで聞く場合は、 SE - U 33 GXV にアンプ内蔵スピーカーを接続しまず。 

(一1已ぺージ参照） 

へッドホンで聞<場合は、へッドホンを SE - U 33 GXV の PH 0 NES 5 請テに接続しま 
ず。（一17ページ参照） 

一 

ごを意 

. SE - U 33 GXV に入力された音青は SE - U 33 GXV の日 UTPUT 端子か5出力されます。サウンド機 
能を実装済みで直接パソコン本体にスピーカーび接続されているよラな場含、 SE - U 33 GXV に入 
力された音声をそのスピーカーでモニターすることはでをません。 

- USB ケーブル处がの接続をするときは、接続する機器の電源を切ってか5行ってくださし、。 


4 DigiOnSound 已 LE . や Windows に付属の Media Player で再生しまず。 

Di 良の nSound 己 LE . を使用ずる場合： 

日邑复 Vorbis 、 WMA 、 WAVE などを再生することびできます。 

Di 資 iOnSound 已 L . E . をインス!ルした場含は、サンプルのサウンドファイルび八ードディスク 
に保存されまず。サンプルファイルの保存場所は、 Digi 加 Sound 己 LE . をインス! -- ルした八一 
ドディスク（通常は C ドライブ）の 「 Program 円 les 」 一 「 Di 旨 i 日 n 」 一 「 Di 畳 iOnS 日 und 已 LE 」 
の下の 「 SoundLibrary 」 フオルダ内にあります。 

1 . D 间加 Sound 已 LE . を起動します。（一32ぺージ参照） 

2. [ファイル]；><ニューか5欄く]を選択して欄く]画面を表示させます。 
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パソコンで再生した音楽ファイルを聞く 


3. 「ファイルの場所」で再生したい音楽ファ 
イルを選択します 。 DigiOnSoundB L . E . 
のサンプルファイルを聞くとさは 

[ SoundLibraryJ フォルダを選択しま 
す。 

CD を聞くときは 「 Audi 日 CD 」 を選択し 
ます。 

4. 音楽ファイルを選択します。ここで[プレ 
ビュー]ボタンをク U ックすると、その 
ファイルび再生され、ファイルの中身を確 
認することびでさます。 

己.[開 <] ボタンをクリックします。する 
と、マルチトラックウィンドウが新規に作 
成され、トラック]に波形び表示されます。 
行います。 



コント□—ラー画面で 


目.音量調整は、ミキサー]ント□—ル画面の [Master Volume 」 スライダーを上下させて調整 
しまず。 


操作に関する詳細は、 D 间加 Sound 已 LE . のヘルプをご覧ください。（一34ぺージ参照) 

Windows Media Player を使用ずる場合： 

MP 3、 WAVE 、 WMA などを再生することびできます。 

1 . < Windows Vista の場合 > 

[スタート]^ [ずべてのプ□グラム]を 
ポイントし 、 [Windows Media Player ] 

をク U ックします。デスクトップのショー 
トカットアイコンをク U ックして起動する 
ことちでさます。 

< Windows XP の場合 > 

[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一 
[Windows Media Player 」 と選択して 
Windows Media Player 画面を表示させ 
ます。 


2. [ファイル]メニューか5 [開く]を選択 
して[ファイルを開く]画面を表示させま 
す。 

3. 「ファイルの場所」で再生したい音楽ファイルを選択します。 

4. 音量スライダーで音量を調整します。 

操作に関する詳細は、 Windows 付属のドキュメントまたはヘルプをご覧くださし'>。 
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この操作は、 Windows XP の場合のみ必要でず。 

「マルチメディアのプ□パティ」画面（もしくは 「 DVD / CD - R 日 M ドライブのプ□パ 

ティ画面」）を開をまず。 

1. 「スタート」一「コント□ールパネル」を 
選択します。 

2. 「パフオーマンスと；メンテナンス」をク 
U ックします。 

3. コント□ールパネルの「システム」をク 
U ックします。 

4. 「システムのプ□パティ」ウィンドウで、 

「八ードウエア」タブを選択します。 

已.「デバイスマネージャ」をク U ックしま 
す。 

日.音楽 CD を再生する CD-ROM ドライブをダ 
ブルクリックし、「プ n パティ」タブを選 
択します。 


d 「この CD - ROM デバイスで...」に 
チェックマークを入れまず。 

〇 [0 K ] をクリックしまず。 


ダブルクリック 


チェックマークを入れる 


パソコンで再生した音楽フアイルを聞く 
音楽 CD を再生するための設定をする 
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付属の CD - ROM を使う 


DigiOnSoundS L . E . の特長 


■ あ5ゆるソースをデジタル録音。レコード、カセットちデジタルメディアに 

アナ□グ入力でレコードやカセットテープを録音でをます。また、クラックルノイズやヒスノイ 
ズ、八ムノイズを強力に除去。ちいアナ n グ音源も美しく記録します。 

■ ステレオ対応トラックでステレオベースの編集作業が楽々 

1トラックで2チャンネルステレオの編集に対応しました。これにより、ステレオベースでの編集 
作業が非常に楽に行えます。 

■ 非破壊編集でノンストレス 

非破壊型エンジンは、編集の際にはデータの書さ換えを行わないため、編集の結果を瞬時に確認 
することびでさます。実際のデータの書さ換えは、編集終了後、ファイルに保をする際に同時に 
行われるため、ほとんどストレスを感じることなく編集作業を巧うことびできます。 

■ リアルタイムにプレビューでをる、巧実したエフェクト•フィルター 

■ 新しく追加されたエフェクトランチャー 

充実したエフェクト-フィルター機能をアイコン化されたエフェクトランチャーか5呼び出すこ 
とびでをます。 

■ 日呂旨 Vorbis 、 WMA 9、 MP 3、 mp 3 PR 0 対応。最新フオーマットで保を 

■ オートメーション機能搭載。ボリューム•パンの動きを記録•再編集 

ボ U ューム•パンの動きを記録、再現することげでをます。この機能を活用することで、同じ効 
果をさまざまな場所で再現させたい場合などに高い作業効率を実現します。 

※動作環境については、目ページをご覧<ださし、。 

DigiOnSoundS LE . 使用上のごま意 

デジタルカ方ラなどから映像データを直接読み込むことはできません。ビデオソフトなどで読み込み 
可能なファイル形式に変換してか5読み込んでください。ビデオトラックの編集を巧ラことはできま 
せん。 




付属の CD - ROM を使う 


ソフトウエア使用許諾契約について 


本ソフトウェアをセットアップ（インス!-ール）する前に必ずお読みください。 

本ソフトウェアをセットアップ（インス!ル）すると、本契約の内容を承諾したことになります。 

本契約の内容に同意できない場合は、本ソフトウェアのセットアップ（インストール）を巧わないで 

<ださい。 

ミ午^ま召 

本使用許諾契約書（政下、「本契約書」）は、株式会社デジオン（じ(下、「弊社」）び提供するソフトウェアに関す 

る使用条件を定めるちのです。 

第1条（定量） 

1. 「本ソフトウェア」とは、本舆約書とともに提供されるソフトウェア（製品名 「DigiOnSound 已 LE」 ライセ 
ンス数 1) を指します。また、音素材、ビデオ素材、静止画素材、チュートリアルファイル、ヘルプファイルな 
どの使巧ち法を説明したデータなどびソフトウェアに付属し提供される場合は、これらのデジタル情報の一部ま 
たは全部も含めます。なお、本ソフトウェアに含まれる第三をの著作権に関しても、本契約書び適用されます。 

2. 「関連資料」とは、本契約書ととちにマニュアルなどの印刷された資料び提供される場合、これを指します。 

3. 「お客様」とは、本契約書ととをに提供された本ソフトウェアを含む製品を購入し本契約書に同意いただいた個 
人または法人を指します。 

112を（悴条件） 

1. お客様は、本ソフトウェアを]台のコンピュータにセットアップ（インス!ル）してご利用いただけます。 

2. お客様のラち特定のただ一人び使用するコンピュータび複数ある場をには、本ソフトウェアを同時に使巧しない 
といラ条件の下、特定の個人ただ一人び使巧するコンピュータに限り複数セットアップすることびできます。 

3. 本契約書は、本ソフトウェアの不具合修正などの目的で改訂したソフトウェアに巧してわ適用されるちのとしま 
す。ただし、改訂されたソフトウェアと改訂前のソフトウェアは同一のコンピュータにセットアップされている 
場をに限ります。 

第3条（制限） 

お客様は、下記の項目を行ラことはでさません。 

1. 本契約書に定めのない、複数コンピュータ への セットアップ（インス!ル）または複製（コピー） 

2. 関連資料の複製（コピー） 

3. 本ソフトウェアに含まれるプ□グラムの改変またはカスタマイズ、 U バースエンジニアリング 

4. 本ソフトウてアの第兰者への再配布、再使巧許諾 

巳.本ソフトウてア（複製物を含む）の貸ち（レンタル）、疑似レンタル、中古品としての販売、譲渡 

6. 本ソフトウェアをネットワークコンピュータやサーバーから第 H 者び複製またはダウンロードできる状態にして 
お < こと 

7. 本ソフトウェアを地上波、衛星、ケーブルまたはその他の媒体を利巧した放送、インターネット放送、イントラ 
ネットなどネットワークを利巧した放送、ペイオーデイオ、オーデイオ-オン-デマンドのアプリケーションに 
よる放送などに利用すること 

上記各号の規定は、本ソフトウェアを改訂した製品をご購入した場ちにち継続して適用されます。 

第4条（保証節囲） 

1. 弊社は、本ソフトウェアまたは関連製品に物理的な瑕疵びある場合、お客様びご購入後30日間に限り、弊社の 
判断に基づを交換いたします。ただし、地震、乂災などの天災もしくは戦きによる破損またはお客様のご購入後 
の故意、過失、誤った使用によって生じた破損についてはこの限りではありません。 

2. 弊社は、本ソフトウェアの機能びお客様の使巧目的と適合することを保証するちのではありません。弊社は、本 
製品の物理的瑕疵について保記するをのであり、本ソフトウェアまたは関連資料の使用または使巧不能から生ず 
る直接的または間接的被害については一切責任を負いません。 

3. 弊社は、本ソフトウェアを使ってお客様び行ったいかなる行為についてち、その責任を負いません。 

第己穿： f 巧間） 

1. 本契約は、本契約び成立した時点、すなわち本ソフトウェアをセットアップ（インス!-ール）した時点に始ま 
り、お客様が本ソフトウェアの使用を停止するまで有効とします。お客様は、本ソフトウェアの使巧を停止した 
時点で、本ソフトウェアおよび関連資料の一切を破棄するちのとします。 

2. お客様び本契約に違反した場合は、本契約を解除してお客様の本ソフトウェアの使巧を停止させることびでをま 
ず。弊社び、本ソフトウェアの停止を通知した場合には、お客様は速やかに本ソフトウェアおよび関連製品の一 
切をお客様の費巧負担で弊社に返却するちのとします。 

第目を（一般条項） 

本契約書に関して生じた紛争については、福岡地方裁判所を第一審の専属的管轄裁判所とします。 
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付属のアプリケーションソフトをパソコンに 
インストールする 


DigiOnSoundS LE . をインストールずる 


付属の CD - R 日 M に収録されている凹畳 i 加 Somcl 已 LE . セットアップ]を起動して、インス! -- ル 
を巧います。 

起動中のアプリケーションをすべて終了させてか5、セットアップを開始してください。 

[ D 间 OnSound 已 LE . セットアップ]をする隙は、必ず管理者権限で行ってください。 


1 [ SE - U 33 GXV CD - ROM ] を CD ドライブにセットしまず。 

自動的に画面び表示されます。 

画面び表示されない場をは、なの方法で表示 
させて < ださい。 

.Windows Vista / XP のコント□—ルパ 
ネルを利用ずる 
< Windows Vista の場含> 

1. CD - ROM を CD ドライブにセットすると自動 
再生ウィンドウび開きますので [ menu.exe 
の実すて！をク U ックします。 

2. [DigiOnSoundS LE . セットアップ]ダイ 
ア□グボックスが表示されます。 

< Windows XP の場合> 

1. 「コント□ールパネル」を表示します。 

2. [プ□グラム（アプリケーション）の追加と削除]ボタンをク U ックすると、ダイア□グボック 
スが表示されます。 

3. [プ□グラムの追加]ボタンをク U ックします。 

4. に□またはフ□ッピ ー] ボタンをク U ックずると、[フ□ッピーディスクまたは CD - R 日 M か5 
のインス!-ール]ダイア□グボックスび表示されます。 

已.[次へ]ボタンをク U ックすると、「インス!-ールするプ□グラムび見つかりませんでした。」 
と出るので、[参照]をク U ックし、 「 SE - U 33 GXV 」 CD - R 日 M 内、 rSound 」フオルダ内の 
rsetup.exe J を開き、「完了」をク U ックします。 

目. [□ 间日 nSound 已 LE . セットアップ]ダイア□グボックスび表示されます。 

. SE - U 33 GXV CD - ROM を開をセットアッププ□グラムを起動ずる 

1. Windows のエクスプ □- ラを使って、 「 SE - U 33 GXV 」 を開きます。 

2. rmenu . exej アイ]ンをダブルクリックすると、画面び表示されます。 
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付属のアプリケーシヨンソフトをパソコンにインス I ルする 


ご! 「 Di 巨 iOnSound 已 L . E . セットアップ」 
ダイア□グボックスで 
IDi 呂 iOnSound 已 LE . のインストー 
J レ]をクリックしまず。 

「ユーヴーアカウント制御」の画面び出ます 
び、「許可 （ A ) 」を選択します。 


己巨一 U 33 己 XU 

!/_■ DiqiOnSound5 LE. セット巧ツプ 

SE-U33GXVg よりちし< お ffi いい C 居口る 
アプリフ•ーシヨンをこ用忌レましに。 


0/が OnSoimdS し E. のインストール 


Dfrec なラシタイムのインストール 


BACK 




〇「ようこそ」ダイア□グボックスび表示 
されまずので、[巧へ]ボタンをクリツ 
クしまず。 



4 「使用許諾契約の確認」ダイア□グボツ 
クスが表示されまずので、内容をよく読 
み、契約に同意される場合は、帖い] 
ボタンをクリックしまず。 



5 「ユーザーの情報」ダイア□グボックス 
が表示されまずので、「ユーザ名」「会社 
名」 r シリアル番号」を入力し、[巧へ] 
ボタンをクリックしまず。 

シ U アルま号欄には次のま号を入力して<だ 
さい。文字および数字をよ< ご確認の5え、 
間違いのないよ5に入力してください。 
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イ寸属のアプリケーシヨンソフトをパソコンにインス!ルする 


6 「セットアップずるフォルダの設定」ダ 
イア□グボックスが表示されまず。イン 
ス I 'ール先を確認し、[巧へ]ボタンを 
クリックしまず。 

インス!''ール先を変更する場合は、「参照」ボ 
タンをク IJ ックして、インス!ルするフオ 
ルダを運おしてください。 



/ 「ランタイムモジュールのセットアッ 
プ」ダイア□グボックスび表示されるの 
で 、 「Windows Media Format 」 の 
チェックボックスがオンになつているこ 
とを確認し、[次へ]ボタンをクリック 
しまず。 

インストールび開始されます。 

を 

Microsoft 社の音声圧縮フォーマットである 
WMA (Windows Media Audio ) をご利用にな 
る場合は、 Windows Media Format のランタイ 
ムモジュールび必要になります。 WMA ファイル 
は、 Windows に標準装備されている Windows 
Media Player で再生可能です。 


8 画面には、インストールの進行状況が表 
示されまず。 
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付属のアプリケーシヨンソフトをパソコンにインス I ルする 


9 「ショートカットの作成」ダイア□グ 
ボックスが表示されまず。 

デスクトップに Di 呂 i 日 nSound 己 LE. ショー 
トカッ 卜を作成する場含は、「ショートカッ 
卜をデスクトップに作成」のチェックボック 
スをオンにします。 

同様に、 Windows のクイック起動にショー 
トカッ 卜を作成ずる場合は、「ショートカッ 
卜をクイック起動に作成」のチェックボック 
スをオンにします。 

ショートカットび必要ない場合は、チェック 
ボックスをオフにします。 



DlglOnSoundS L.E. far ONKTO の シヨー トカブトを巧巧しますか？ 


图シ3-卜か巧テスウトゥ刃が f 巧 
团シ 3- 1■か巧ウイ•乂应防;:巧 


兵が扣 


々へ w > ] 


10 インストールび終わると、 

rinstallShield Wizard の完了」画面が 
表ルされまず。 

く Windows Vista の場合 > 

完了ボタンを押すと DigiOnSomd 日 LE. び 
起動します。 

< Windows XP の場合 > 

Di 呂 i 日 nSomd 已 LE. を使用するには、一度 
パソコンを再起動させる必要びあります。 
すぐに再起動を巧う場合は「はい、今すぐコ 
ンピュータを再起動します。」を選択し、 
[完了]ボタンをク U ックします。するとパ 
ソコンび再起動します。 

あとで再起動を巧ラ場合は、「いいえ、あとで 
コンピュータを再起動します。」を選択し、 
[完了]ボタンをク U ックします。するとイン 
ストールを終了します。 

お使いの環境によっては、 rOigiOnSoundS 
LE. for 日 NK 丫日を起動する」と表示されま 
す。これを選おし、[完了]ボタンをクリック 
ずると、 Di 旨の nSound 已 LE 力';起動します。 



11 [ SE - U 33 GXV CD - ROM ] を CD 
ドライブか日取り出しまず。 

liLh でセットアップの完了です。 

一 

ごま意 

他に起動中のアプ U ケーシヨンびある場合にコン 
ピュータを再起動しますと、すべてのアプ U ケー 
シヨンび強制終了されまず。そのため、作業中の 
ファイルなどがある場合は、「いいえ、あとでコン 
ピュー タを 再起動します。」を選択し、他のアプ U 
ケーシヨンを終了してか5再起動してください。 
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イ寸属のアプリケーシヨンソフトをパソコンにインス!ルする 


DirectX ランタイムのセットアップ 


< Windows Vista の場合 > 

DirectX ランタイムのインス I -ールは不要です。 

く Windows XP の場含 > 

P 仁の環境により、 DirectX ランタイムのインストールび必要な場合びあります。 

DirectX は、 Microsoft 社から提供されるマルチ^ディア関連の拡張モジュールでず。 

DigiOnSoundS LE . は、 DirectXS . 11；(上の環境が必要となります。 「 SE - U 33 GXV CD - R 日 M 」 に 
は、 DirectXg . O び使えるよラにするための 「 DirectXS . O ランタイム」び同樞 I されています。 


Di 旨の nS 日 und 已 LE 力';必要とする DirectX 機能 
び、お客様のパソコンにインストールされていな 
い場含は、 DirectX ランタイムをインス!ルす 
る必要びあります。この場合は、 

DigiOnSoundS LE . のインストールを行った後 
に、 「 SE - U 33 GXV CD - ROM 」 から 「DirectX 
ランタイムのインス!-ール」をクリックし、 
DirectX ランタイムセツトアップを実行すること 
をおすすめします。 



子 '.’ 己巨一 U33 己 XU 

心 

DigiOnSound5 LL 1z ットスップ 

Se-U33GXV をよりちし<お巧いいただ口る 

T^L 

アブ IJ ブーシ a ンをこ用息レまレ E。 


ひが OnSotmdS し E. のインストール 


[ Di—rec な 5 ン 9 イム〇イン 7 卜 一 A I 


BACK 

tor Windows 

防 Copyie" aXB CNKVO COiroiuncKJ 化的 n. An njnts isiarvad WAV 口.。巧化 led •nMemoikd ONkVO CaR.n Jgpgn. 


ごを意 

ご利巧のパソコンに、 DirectX 目.日より！;■(前のバージョンの DirectX にのみ対応しているソフトウエア 
びすでにインストールされている場合、そのソフトウエアの動作に問題び発生する可能性びあります 
ので、ごま意ください。 












DigiOnSoundS LE . の使い方 


( お断り） 

lU 下 Di 呂 iOnSound 日 L.E. の説明にて特に必要がない場合は Windows XP による画像を使用しており 
まず 。 Windows Vista でも機能は変わりません。 


DigiOnSoundS LE . を起動ずる 


「スタート」ボタンをクリックし、「ずべてのプログラム」一 「 Di 呂 iOnJ 一 [Di 邑 iOnSound 己 LE. 
for ONKYO] をクリックずると、 Di 径 iOnSound 己 LE 力 ’ 、 ‘ 起動します。 



玲 

30ページの「ショートカットの作成」ダイア□グボックスでチェックを入れていた場合は、次の方法 
で起動させることちでさます。 

. [クイック起動]の ショー トカットアイコンをク U ックしまず。 

-デスクトップ上のショートカット-アイコン誦をダブルク1」ックします。 
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DigiOnSound 已 L.E . の使いち 


DigiOnSound 己 LE . を終了する 


「ファイル」メニューの[絵了]を還択しまず。 

また、 DigiOnSomd 已 L . E . のも上にある終了ボタン [X] をクリックしても終了できまず。 



を 

開いているファイルに変更び加えられている状態で Di 呂 iOnSound 已 LE . を終了しようとすると、ファ 
イルを保存するかどラかのダイア n グボックスび開きます。 
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DigiOnSound 已 L.E . の使いち 


DigiOnSound 己 LE . のヘルプを開く 


本書では、 SE - U 33 GXV と Di 邑 iOnSound 己 L . E . を使って録音ずることについては3已ぺージじ(降に詳 
しい使用方法を掲載してお D ますび、 DigiOnSound 己 LE . には他にもをくの機能びあります。 
すべての機能を本書で説明でさませんび、 DigiOnSouncI 已 L . E . ソフトウェアの「ヘルプ」では、ずべ 
てのコマンドについて説日月をしていますので、そち6をご覧になりなび6操作ををめてください。 


1 「スタート」ボタンをクリックし、「ずべてのプ□グラム」一 「 Di 巨 iOn 」 一 
口 i 巨 iOnSound 已 LE .] をクリックずると、 Di 邑 iOnSound 已 L . E 力;起動しまず。 


ピ「ヘルプ」メニューか6「目次」を還びク U ックしまず。 

I ファイルの庶ちの表示邮エフェクトのスペシ甲ルをツ-ル邸コント□-ルに）ウィンドウ姐）1^^^ [ 


L ： iLJ 曰哉 lJi 勺り父むのな固ぃ面を咬ろ 

目；文 ◎ 

DisOn ホームページ ftW 
ユ-ザ-登録吸 
アップヴレ-ドのこ’丟巧吐!） 



DigiOnSound 日 LE. のパ-ジョン店が曲… 


〇 Di 邑 iOnSound 已 LE . のヘルプ（オンラインマニュアル）び起動しまず。 


ド M DIGIONSOUN 己ち Online Manual 

_ オン，インマニュ 7* 


スタートアジブ•力’イド 
. 準備をしよう 
. 音を鳴らしてみよう 


基本€ 

• ま本用語《?説 
. トラック編集 
♦ 藤薦晕 

• ミンクスダウン 
♦ i ま音 

• その他の機能 


応用ち 

• 目的丹 J マニュアル 


巧録ち 

• トラブルシューティング 
. メニュ ーー 度(コマンドリファレンス). 

. シヨートわットキ ー- 度 
• キ—ワ—ド巧索 

* M 

♦ おけ境培 

• DigiOnSoundS LE. ユーザーサボート Iー ス、て 


お知りになりたい項目をクリックしてくださし、 
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DigiOnSound 已 L.E . の使いち 


DigiOnSound 己 L.E. をアンインス ! ル（削除）ずるには 


DigiOnSoundS L . E . を使用しなくなった場合や、インス!'■ールしなおしたいとさなどは、下記のち法 
でアンインス I -ールして<ださい。 


1 Di 邑 iOnSound 已 L にび起動していないことを確かめまず。 

起動しているときは、33ぺージのち法で Di 旨 iOnSound 己 L . E . を終了してください。 


と「スタート」一 r コント□-ルパネル」をク U ックします。 


〇「プ□グラムの追加と削除」をクリックしまず。 


4 「 Di 呂 iOnSound 已 L . E 」 をクリックしまず。 


5 「変更と削除」をクリックしまず。 

慢更と削除」1；■(州こ植加と削除」、「削除」などび表おされる場合もあります。 

&確認のメッセージび出ますので、 「0 K 」 をク U ックします。 

「0 K 」 (外に「はい」び表おされる場合もあります。 

/ 「完了」をク U ックします。 

「完了」 L ソ外に 「0 K 」 び表おされる場合ちあります。 

ごを意 

Windows Vista の場合は「スタート」一「]ント □- ルパネル」一[プ□グラムのアンインス! -- 
ル]画面にてアンインス!-ールすることびできます。 
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録音のしかた 


レコードやカセットテープ、マイクか5の音声を SE - U 33 GXV を通してパソコンに録音、 
□间 OnSound 已 LE . を使ってノイズの除去等の編集をすることびできます。 

新しく作成したファイルは、 SE - U 33 GXV に接続したパソコン用スピーカーなどで楽しむことびでを 
ます。 

《あなたが録音したものは、個人として楽しむほかは著作権ま上、権利ちに無断で使用でをません。 


マイクやライン入力のアナ□グ音声をパソコンに録音ずる 


ごを意 

本機ではバランススライダーには対応していません。 

1バソコンに SE - U 33 GXV が正しく接続されているか確認しまず。 （-10 ぺージ参照） 

USB インジケーターび点なします。 

d アナ□グ再生させる機器を SE - U 33 GXV 本体に接続し、入力切換スイッチを設定しま 
ず。（一1已~21ぺージ参照） 

DigiOnSound 已 LE . を起動しまず。 

インス! -- ル後、最細こ Di 留 OnSound 已 LE . を起動しにときには、サンプルファイルび自動的に開き 
ます。二回目 lil 降のソフト起動時には、前回終了時に開いていたファイル、およびウィンドウび起動 
時に開さます。 

4 [ファイル]メニューか6团巧見作成]を選びまず。録音用の空のファイルが開きます。 
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録音のしかた 


5 [ミキサーコント□-ル]ウインドウを使って、録音の設定をしまず。 


[5 キサーコント□ールウィンドウ]び開い 
ていない場をは、[表术]^ニューから[ミ 
キサーコント□ール]の項目にチェックを入 
れて < ださい。 

ステレオ（左ちが独立した音靑）で録音ずる 
場合、チェックします。 

モノラル（左ちが同一の音靑）で録音する場 
合、チェックしまず。 

を 

「ステレオ」と「モノラル」は両方同時に才 
ンすることはできません。 

[ミキサーコント□ール]ウィンドウの [R 
(レコード）]ポタンをクリックしまず。 

[モニター]チェックボックスをチェックず 
ると、録音レペルをモニターでをまず。 



6接続している機器を再まします。 

5キサーコント□ールのレベル表示びアップダウンします。 

/ SE - U 33 GXV の INPUT LEVEL つまみで録音レベルを調整しまず。 

「 S キサーコント□ール」の画面を見なび5、録音するサウンドの最大レベルび最適となるよ5 
にゆっく D と音量を上げてください。 

INPUT 
LEVEL 一 


録音最適レベル 


ごを意 


[モニター]チェックボックスをチェックしてち 
[録音レベルモニター]が振れない場合は、 
Di 呂 i 日 nSound 日 L . E 力';外部オーディオの信号を 
正しく受け取っていません。入出カサウンドデバ 
イスび正しく設定されているか確認してくださ 
い。 
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録音のしかた 


8録音レベルの調整が終わった5、機器の再生をいったん止めまず。 


9 [コント□-ラー]画面を使って録音しまず。 

[コント □ ーラー ] ウィンドウび開いていない場合は、[表示]方ニューから[コント □ 一 
ラー]の項目にチェックを入れてください。 

1. [因（録音）]ボタンをク U ックする 
と、録音待機状態となります。 

2. 機器の再生をはじめ、録音したいところで 

[囚（一時停止）]ボタンをク U ックす 
ると録音を開始します。 

一時停止ずるには：録音中に[囚（一時停止）]ボタンをク U ックします。ボタンび押された 
ポイントで録音び待機状態となり、[因（一時停止）]ボタンをク U ックすると再び録音を開 
始します。 

録音を終了ずるには：[互（停止）]ボタンをク U ックします。 


コントローラー ロー ，X 



I 」再生しながら巧を I はを巧粉閒 1 : 19:44 



録音中は、 PLAY / REC 切換スイッチを切り換えないでください。 
切り換えた場合、システムび不ま定になり、録音でさない場合びあります。 


10録音が終了ずると、トラックに波おデータび表示されまず。再生して、録音結果を 
確認してみましよラ。 



1 I 引き続き、ノイズ除去をずる場合は次のページへ進んでください。 

このままファイルとして終了する場合は、「保を」または「書き出し」をします。 




エフ王クトのスペシャルのツールり） ] ント□-ルを）ウィンドウ地）へ/けお） 


巧規巧謝 
胡く似.. 

P ォうじるを〉 


上害き巧巧を） 
巧桐 日なが 

読み込み。'— 
きき化し(む.. 


K を i I れ固ぃ面 I 峰*もミみ菌が广も V 因 

'HHH 
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「保存」ちしくは「書さ出し」について詳しくは、4日ぺージをご覧ください。 










録音のしかた 


レコードやテープのノイズを取り去る 


これ5のノイズは 、 Di 呂 i 日 nSound 已 LE . 巧蔵のエフェクト『ノイズリダクション』を使って取り去る 
ことびできます。エフェクトランチヤーから各『ノイズリダクション』画面を選択することびできま 
す。また、従来通りエフェクト^ニューから香『ノイズリダクション』画面を選択できます。 


1[エフェクト]メニューから[ノイズリダクション]^除去したいノイズを選択しまず。 

ノイズゲート 

ナレーションのバックグラウンドノイズのよラ 
に、定常的に発生してしまラノイズを除去するた 
めに、一定レベル料下の信号を取り除き、設定し 
たレべ J レ政上の信号のみを再生します。 

ヒスノイズ 

カ セット テープな どのアナ□グ ソースを 再生する 
時に、無音部分で発生する「シャー」といったノ 
イズを除去します。 

ただし、あまり効果を大きくし過ざると、こちっ 
たよラな音質になってしまう場合びあ0ますの 
で、プレビュー機能を使って音質を確認しなびら 
調整していくとよいでしょラ。 

八ムノイズ 

電源などにより発生する「ブーン」といラよラな 
低周波ノイズを除去します。 

効果を大さくし過ざると、本来の音の高域成分を 
損なって音質び変化する場含げありますのでを意 
して < ださい。 


过ぃ面み咬ろ句^巧 


Iスバシサルみツール(がコントロールを）ウィンドウ姐） 
レベルが… 

DC オフ它ット(か.' 

ノ-マライ又の... 

リバ—ス(を 
スムージンクな i)... 

巧入の 
巧音(凹） 



クラックルノイズ 

[クラックルノイズ]エフェクトは、レコードのプチノイズのよラな、突発的なノイズを除去するの 
に適したエフェクトです。[プレビュー]機能を使いなび5、効果の大ルを確かめて、エフェクトの 
かけ具合を調節してください。 

効果を大きくすると、本来の音の成分を損なって音質び変化する場合げあります。 


ピ画面び開いた S 、 [効果]スライダーを使ってノイズを低減ずる度台いを設定しまず。 

[プレビュ ー] 機能を使巧すると、効果の大ルを確かめてエフェクトのかけ具合を調節すること 
びでさます。 

[0 K ] をクリックすると、エフェクト処理を実行します。 


クラックルノイズ で1 

づリわ。小（快 IraiiMflljgMMMMMMMM 

■■■■■■■■■ -1 +1 *1 

- 

一一しソ' IIUBSBjUSIJHHHHHHI 


- ' 

1 1 1 1 

キサン它ル t 

h Lff ._ 化、 1 

1 — 

1 

J ' フレ c ユ—化） 1 

なま小 

巧ま穴 

きき化しの）1 


~ノイズリタクシヨン-クラックルノイズ J 


'エフェクト- 

I 巧か I r 0 び 
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録音のしかた 

C 3 作業が終了した6、「保ち」または「書き出し」をしまず。 



「保存」ちしくは「書さ出し」について詳しくは、41および42ぺージをご覧ください。 


レコードやテープ、にレコーダーやマイクか5録音したノイズを分析し、除去ずる 


取り込み 

「ノイズパターンの取り込み」は、サウンドファイルの無音部分(ノイズのみげ鳴っている部分)の波 
形からノイズ成分を解析するエフェクトで後述の「削除」とセットで使用します。 

削除 

「削除」は「ノイズパターンの取0込み」からの結果を元にノイズを取0除く機能です。前述の「ノ 
イズパターンの取り込み」とセットで使用します。 

マイクを内蔵した MD やにレコーダーなどを使って会話や含議-講演または演奏の録音を行なラと、 
尝話や演奏などの目的の音！;^がにち、空調の音や PC やプ□ジェクターのファンの音などの生活雑音ま 
で録音されてしまいます。そのようなノイズを学習•分析させて除去することで、目的のサウンドの 
みをク U アに再生することびできます。 


[ノイズリダクションー取り込み一]の手順 
1ノイズのみが入っている液お部分を節囲選択しまず。 

とエフェクトランチヤーの[ノイズリダクション ー 取り込 
み一]をクリックしまず。 


エフュクトランチヤー 


遊马巡資 

ブラフけ-1 ：1 ンプレ99- 
-lAtVK- J 广 \ -ノけザ-卜 

パ，’>3計も。ぶ j | 1 ぉの1ン 好。ぶ I 

• tXi - IX - \ -,、ムイイプ-」巧-••化み - J 

:^ 制:; 

，始剛刮"苗<1 
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録音のしかた 


3 [ノイス（夕ーンの取り込别画面か6ノイズ取 
り込み設定を巧ないまず。 


ノイズ"5-ンの取り巧み 

プリか卜胁し! 


C - I さ的なノイズ(の 
低音ちをむノイズ化 P 
‘ーブザー音のようなノイズく巨） 
卜ーンまのシンユ)レな音 ( L ) 


ノイズ J i 夕ーン巧りなみ時 
ぞ普量处 



ぞ習の反ほ回巧が 




ノイズバターンの巧りなみ I 


マ 


丰サン fe ル I 
しヘルブ出）1 


4备項目を設定したあと、 [0 K ] ボタンをク U ックします。 

ノイズバターン取〇込みを実行します。 

[ノイズリダクションー削除一]の手順 

1トラックウィンドウに表示している波おデータに範囲還択をしている場合は、節囲選択 
を解除しまず。 


と[エフェクトランチャー]の「ノイズリダクションー削除一」をク U ックします。 

「パターンに従ったノイズの削除」画面び表おしまず。 

d ノイズ削除の各設定を巧い、 [ OK ] ボタンをク U ックしまず。 


4 ノイズバターンの削除が実巧されまず。 

ごを意 

範囲選択を解除しないまま悄 IJ 除]を行なラと範囲選択された部分のみノイズ成分が削除されます。 


r 保を」と「書き出し」について 


編集結果をセーブする「保を（上書き保な/名前を付けて保存）」と「書き出し」は、似ているよラで 
実際のセーブした結果び異な0ます。ここでは、セーブの隙の「保存」と「書さ出し」の違いにつし、 
て説明します。 

「保を（上書き保を/名前を付けて保を）」について 

編集したファイル（ドキュ方ント）を「保存」すると、編集した状態の Digi 日 nSound ファイルとし 
て保存されます。つまり、保存したファイルは、 Di 畳 iOnSound あ式に対応したソフトでしか扱うこ 
とげでをません。 
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録音のしかた 


編集作業び途中の場含に「保を」しておくと、いつでも同じ状況を再現することびできます。また、 
編集び完了しても、素材として「保を」しておくと、後でファイルを開き、音量バランスやエフェク 
卜に変更を加えた"リミックス"などの作業わ行えます。 

-[上書を保存] を選択すると、同じファイル名のままで編集結果び上書さされます（オリジナル 
データはな < なります）。 

-[を前を付けて保を] を選択すると、新規ファイルとして保存します。オリジナルファイルに編 
集を加えずに保ちしておきたい場合は、必ず[名前をつけて保を]を実行するか、編集ファイル 
を保存しないで、ファイルを閉じてください。 

一 

ごミ主意 

ファイル（ドキュント）を保をせずに閉じようとすると、"変更内容を保をするかどうか"を聞くダイ 
ア□グび開をまず。名前を変えて保をしたい場合は、ここでは[キャンセル]ボタンをク U ックして 
<ださい。 

「書き出し」について 

Di 呂 i 加 Sound 已 L . E . で録音•編集したファイルは、「書き出し」で WAVE や WMA 、 MP 3 などのサウン 
ド形式に変換することで、他の多くの音楽再生プレーヤーでも再生することびできるよラにな0ます。 
なおファイルの「書き出し」を実行しても、ファイルを「保存」していない場含には、ファイルを開 
じる際に"変更内容を保存するかどうか"を聞くダイア n グび開かれます。 


主な仕様 


お式： 

接続方式： 

周波数特性： 

SN 比： 

ライン出カレベル： 
ライン入カレベル： 
マイク入力感度： 

フオノ入力感度： 

フオノ最大許容入力： 


US 目デジタルオーディオプ n セッヴー 
USB (Universal Serial Bus 1.1) 

0.3 Hz 〜 44 kHz (+0/-0. 己 d 目、ライン出力) 
1 lOdB ( A - フィルタ、ライン出力） 

2.0 V「ms 
200 mVrms 
8.日 mVrms 
3.日 mVrms 

1 kHz 0.曰〇/〇 70 mV「ms 


電源： 


US 巨供給 


消費電流： 200 mA 

列お寸法 Olx 高さ X 奥行） : 137 x 3 日 XI 日 3 mm 

質量： 0ぶ k 呂 


《仕様および外観は予告なく変更することびあります。 
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困ったとさは 


まず下の表で点検してみてください。接続した他機に原因びある場合ちありますので、他機の取扱説明書ち参照しな 
びらあわせてご確認ください。 


音亩 参照ページ 

音青が出ない 

. ピン]-ドのプラグは契まで差し込んでください。_ PIS 

-再生機器は正しく選ばれていますか？入力切撰スイッチを再生している機器にしてください。 _ P 1 已〜19 

.INPUT LEVEL つまみで音量を上げてください。 P 19 

へッドホンが聞こえない 

.PHONES LEVEL つまみで音量を調整でをます。それでち聞こえない場合、「音靑び出ない」の項を 
参照してください。 PIS 、 T 7 

左ちの音量バランスがかたよっている 

-接続しているが部アンプやスピーカーのバランスを確認してください。_^ 

音が良くない 


. テレビなど強い磁気を帯びたものの近くに置いていると、磁気の影響で雑音びはいることびあります。 

_テレビなどから離して置いてください。_- 

.マイクから雑音を拾ラことびあります。マイクを使巧しないときは、入力切換スイッチを 「 M に」政列•に 
設定するか、 PLAY / REC 切換スイッチを PLAY 側にしてください。 一 

. ピンコードのプラグは契まで差し込んでください。 PIS 

音がかさすざる 

.フオノイコライヴーを内蔵していないレコードプレーヤーの場合は、入力切換スイッチを 「 PHONO 」 にして 
ください。 P 19 

音が大きすぎる 

. レコードプレーヤーびフオノイコライヴー内蔵なのに入力切換スイッチび 「 PHONO 」 になっていないか、 
お確かめください。フオノイコライザー内蔵のプレーヤーの場合は 「 LINE 」 で使巧してください。 P 19 


USB 接続したとき 

パソコンが SE - U 33 GXV を認識しない 

. US 日ケープルを通じて本機をパソコンに確実に接続してください。 P 10 

. 从ブに問題びある場合びあります。パソコンの US 己ポートに直接接続することをお勧めしますび、 

八ブを経由して接続する場合は、八プび動作しているかどうかを八ブの取扱説明書にしたびって確認して 
<ださい。 _^ 

. US 日ケープルを损き、1曰秒ほど待ってもラー度接続してみてください。システムび不安定になっている 
場をは再起動を試してください。 一 

音青が出ない 

.ボ U ュームコント□-ルを開き、ミュートのチェックを外します。 Dig の nSound 己 LE . をご使用の 
_場をは、ミキサーコント□-ル画面で調整します。_ P 13、 14、37 

•出カレベルびルさくなっています。ボリュームコント□ールを開さ、ボ U ュームをすベて最大値に 
設定します。 Dig の nSound 己 LE . をご使用の場合は、ミキサー]ントロール画面で調整します。 P 13、 14、37 
-他の音声出カデバイスになっていないか確認してください。 P 13、 14 

. 外部アンプまたはスピーカーに問題びあります。曰 UTPUT 端テから外部アンプやアンプ内蔵スピーカー 
に確実に接続されているかどラか確認してください。外部機器に問題びない場合はケープルをご確認 
ください。 PIS 

INPUT スイッチを切り換えたとをにパソコンが不巧定になる 

. INPUT スイッチを切り換えるときは、音声出力を停止してください。 一 

. US 日インジケーターび点滅しているときは、 PLAY / REC スイッチを 「 PLAY 」 にしてください。 

マイクの音声を同時に使いたいときは、 PLAY / REC 切換スイッチを 「 REC 」 にして入力切換スイッチを M にのまま、 
USB ケープルを一度振き、数砂待ってから再度差し込んでください （ USB インジケーターび青色に点灯します）。一 

左ちの音量バランスがかたよっている 

-再生しているソフトウェアのボ1」ュームコントロール等で、バランスを調整してください。 一 

パソコンの内蔵 スピーカーから 音が出ない 

. USB オーディオデバイスび優先されているため、内蔵スピーカーからは音声び出力されません。 

內蔵スピーカーから一時的に音声を出力させるためには、本機から USB ケープルを巧いてください。 

内蔵スピーカーのご使用後は USB ケープルを再度接続してください。 一 



困ったとさは 


参照ページ 


CD-ROM ドライブからの音青が出力されない 

.CD-ROM ドライプびデジタル音靑出力に対応していない場合、 USB 経由では CD-ROM ドライプから出力 
された音声は出力されません。このような場合は、 CD-ROM ドライプの音声出力（ヘッドホン出力等）を 
SE-U33GXV の INPUT 端子に接続し、音量を適当な値に調節してください。 


ダームの BGM が出力されない 

. 目 GM に CD 出力び使用されている場合、上記の 「CD-ROM ドライブからの音声び出力されない」の 
項目を参照してください。 


音が途切れる 

-音声出力、入力中に CPU に負担のかかる作業を行っている場合は、控えてください。 

— 

. 音声の再生中に他の US 日機器を振去差しすると、音声び達切れることびあります。 

- 

.CPU び推奨スペック（一10ページ）を満たしていない場合は、期待した性能を発揮でさない場合び 
あります。また、 CPU び推奨スペックを満たしている場合でを、 CPU び非常に高負荷の状態である場合 
には音び途切れることびあります。この場合は、他のアプリケーションをすべて終了させてください。 


録音 

録音びでさない 

. 列部から INPUT 端子に確実に接続してください。外部機器に問題びない場合はケープルを確認して 
ください。 P1 己、1巨 

-外部機器から音声び出力されているか確認してください。 

- 

.INPUT LEVEL つまみで入カレベルを調整してください。 

P37 

. レコードプレーヤーからの音びかさすざる場合は、入力切換スイッチび 「PHONO」 になっているか 
お確かめ < ださい。 

P16 

マイクからパソコンへの録音がでさない 

. ミニプラグのマイクをご使用ください。また、確実に接続されているかご確認ください。 

P17 

.INPUT LEVEL つまみで入カレベルを調整してください。 

P37 

. 入力切換スイッチを 「M に」に合わせてください。 

P17 


保存 

WMA9 Professional へ書き出しができない 

• WMA9 Professional の量子化ビットは24ビッ ト となっています。 DigiOnSoundS L.E. び対応する量子化 
ビットは8ビット、16ビットのため、 DigiOnSoundS L.E. の仕様により WMA9 Professional への 
書を出しを行えません。 


製品の故障により正常に録音できなかったことによって生じた損害 （CD レンタル料等）については保記対象にな 
りません。大きな録音をするときは、あらかじめ正しく録音できることを確認の 上、 録音を行ってください。 
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修理について 


■ 保註書 

この製品には保証書を別途添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取り < ださし、。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
さ、大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

■ 調子が悪いとさは 

意がな操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をもラー度よくお読みいたださ、 
お調べください。本機！;^がの原因わ考え5れま 
す。ご使用の他のオーディオ製品をあわせてお調 
ベください。それでもなお異常のあるとさは、 
US 目ケーブルを巧いて修理を依頼してくださ 
い。 

修理を依頼されるとをは、下の事項をお買い上げ 
の販売店、または付属の「オンキヨーご相談窓 
□-修理窓口のご案巧」記載のおおくのオンキ 
ヨー修理窓口までお知5せください。 

► おる前 
► お電話番号 
► ご住所 

► 製品る [ SE - U 33 GXV 
► できるだけ詳しい故障状況 


■ オンキヨー修理窓口について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓 □ ■修理窓口 
のご案内」をご賣ください。 

■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書 
をご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店また 
はお近くのオンキヨー修理窓口へご相談くださ 
い。詳細は保証書をご賣ください。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはおおくのオンキヨー修理窓 
□へご相談くださし、修理によって機能が維持で 
さる場合はお客様のご要望により有料修理致しま 
す。 

■ 補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造巧ち切り後8年間 
保有しています。性能部品とは、その製品の機能 
を維持するために必要な部品です。保有期間経過 
後でち、故障箇所によっては修理巧能の場合びあ 
りますのでお買い上げ店、またはおおくのオンキ 
ヨー修理窓□へご相談ください。 


お客様ご相談窓 □ 


電話でのお問い合わせ： 


オンキヨーコールセンター 

ご購入相談、機能•取り扱い相談窓 □ 

電言舌番号： 〇已 0-3 161 -9 已己已 

. 受付時間：月〜を曜日 ] 日:日日〜18:00 

(± •曰•祝曰-弊社の定める休業 
曰を除をます） 


メールフオームによるお問い合わせ： 

http :// www . jp . onkyo . com / wavio / support / 
index . htm にアクセスして必要フオームに記入 
樓送信ください。 


製品に関ずる最新情報などは： 

Web アドレス情報 

http :// www . jp . onkyo . com / wavio / 
をご参照 < ださい。 
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メモ 
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ONKYO 

7 tyt 3- 捕巧ちな 

本社大阪府寝屋 j 11市日新町 2-] 干曰 72-8 已40 

製品のご使巧ちまについてのお問い合わせ先：コールセンター Printed in Japan 

〇白己 0-3 1 百 1 -9 已已已受付日寺臣 11 日： 00~18:00 Y0809-1 

(±• 曰 ’ 祝曰 - 弊社の定める休業日を除さます） 

ヴービスとヴポートのご案内： http://www.jp.onkyo.com/support/ 
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